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昭
和
三
十
七
年
－
月
】
日
発
行

畠

「
戯
入
籍
は
総
菜
な
戚
袋
で

一
、
三
月
五
日
開
催
の
村
文
化
祭
に
つ
い
て

「
冬
　
と
　
焚
∴
嬢
　
生

「
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
曲
目
村
農
民
祭

・
受
　
賞
　
者

「
昭
和
三
十
五
年
度
箆
康
家
攫

「
一
月
の
傑
縫
∵
於
よ
り
・
…声

…
‖
～
（
、
」

元
　
　
　
日

学

校

始

緑
木
佼
新

成

　

人

島
的
佼
新

村
∴
県



成
人
祭
は
簡
素
を
椴
裳
で

「
大
人
は
を
つ
な
こ
と
を
自
覚
し
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
云

励
ま
す
」
。
成
人
祭
が
追
っ
て
釆
ま
し
た
0

－
月
十
五
日
賦
人
の
日
を
期
し
て
村
境
入
渠
を
遠
賀
小
学
校
で
開
催
し
ま
す

本
革
龍

宮
昭
和
十
六
年
一
月
十
六
日

重
昭
和
十
七
年
一
月
十
五
日

の
出
生
者
一
八
〇
名
を
対
照
と
し
て
い
素
す
o

我
人
祭
を
自
前
は
攫
え
教
育
委
貴
会
で
は
社
会
教
膏
各
団
体
と
話
し
あ
い
を

も

ち

ま

し

た

○

話
燭
は

一
、
金
轡
出
席
し
て
頂
こ
う
。

一
、
駆
蒜
な
般
嚢
で
出
席
し
て
頂
こ
う
。

こ

の

二

つ

に

し

は

ら

れ

ま

し

な

o

そ
こ
で
縛
に
庸
－
萩
な
服
装
で
出
府
は
つ
い
て
早
速
そ
の
結
果
を
十
月
十
八
日

付
で
金
村
隣
組
は
回
．
脆
S
た
し
ま
し
た
が
重
ね
て
我
人
者
は
勿
論
釦
家
族
の
輩

さ
ん
に
汝
の
事
項
は
つ
い
て
鋤
理
解
の
上
駆
協
力
を
項
を
以
て
遠
賀
村
新
生
活

運
動
に
勧
請
凋
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
o

d

◎
一
、
当
日
成
人
着
金
厨
∴
出
席
し
て
頂
き
た
や

◎
「
、
成
人
者
の
掘
嚢
は
訪
問
着
等
の
は
て
な
服
装
は
壷
癒
し
て
頂
き
た
い

◎
一
、
服
装
は
出
来
る
精
げ
洋
・
糠
と
し
こ
と
さ
ら
新
調
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

ふ
だ
ん
着
を
着
席
し
て
頂
告
「
潅
i
い

尚
当
日
の
荷
重
と
i
L
で

一

、

マ

ラ

ソ

ン

大

会

九
∴
Q
O
～
一
〇
、
0
0

一
月
F
旬
都
大
会
の
柑

達
吉
選
考
を
か
ね
る
〇

一
、
轟
念
式
典

⑥
i
∴
中
学
生
の
部

◎
輔
年
露
の
窓



一
〇
、
0
0
～
一
〇
、
三
〇

一
、
諦
念
講
演－

〇
、
三
〇
～
一
二
、
0
0

諜
∴
諮
∴
師

八
鰭
市
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
囁
託

的
∴
諦
　
哲
．
郎
　
冶
隻

「
　
ス
ケ
ア
ダ
ン
ス

村
民
の
欝
さ
ん
成
人
善
一
八
〇
名
の
時
の
門
出
を
雄
視
壷
し
て
頂
く
た
め
多

昭
和
三
十
七
年
三
月
五
日
（
三
十
六
年
度
）
の

村

文

化

祭

作

つ

い

て

三
十
五
年
迄
村
文
化
祭
と
悠
長
祭
を
害
十
二
月
に
開
催
し
て
淫
が
、

農
民
祭
、
文
化
祭
裳
ほ
よ
り
有
寮
と
す
る
た
め
話
し
あ
っ
て
本
年
か
ら

別
個
は
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
o

全
村
民
を
対
照
と
し
て
い
る
文
化
祭
は

二
　
丈
犯
行
暫

一
、
社
会
体
育
行
車

は
重
点
を
為
さ
子
供
さ
ん
よ
。
老
人
層
ま
で
全
村
民
の
言
リ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
新
鮮
味
の
あ
る
文
化
祭
と
し
た
い
。

「　式典
ュ
∴
名
替
玉
こ
貢
の
兼
彰

2
∴
善
行
、
寓
行
者
の
表
彰

3
∴
遠
鴎
生
徒
綿
品
細
説
ボ
ス
タ
・
I
入
管
著
受
掛

4
　
文
化
祭
小
、
中
学
生
確
品
の
受
賞

を
か
ね
て
式
典
を
行
う
e



一
　
行
寧

※
文
化
行
蜜

ュ
　
保
常
闇
、
小
中
学
佼
学
芸
発
表
会

2
∴
保
育
関
、
小
中
学
生
作
品
蜃
示
会

創
作
品
、
工
芸
品
、
習
字
、
図
画
、
学
芸
品
の
動
棺
物
標
本
や
模
型
、
教

具
等

3
　
一
般
村
民
宙
画
、
革
質
、
手
芸
品
展
示
会

4
∴
生
花
接
示
会

5
　
家
庭
で
加
工
さ
れ
た
食
品
殴
示
会

碕
∴
綾
上
自
衛
犠
膏
薬
犠
音
楽
吹
奏
　
（
交
渉
中
）

後
日
開
催
さ
れ
る
も
の

ュ
一
晩
替
告
虚
磁
箕
会

名
　
一
般
何
錠
名
蘭
、
宵
と
う
嵐
嬢
示
会

葦
　
社
全
体
寓
仔
↓
聾
－
′

ユ
　
分
．
歳
対
抗
相
擬
大
会
　
二
部
i
落
選
三
三
名
）

一
郷
海
相
チ
ー
ム
掘
揚
し
て
も
よ
い
。

2
∴
分
高
大
琉
バ
レ
ー
∵
ポ
ー
ル
大
会

一
チ
ー
ム
　
（
選
手
戸
主
贈
名
、
婦
人
人
一
言
墳
五
名
）

嵩
∴
英
他

l
∴
遠
質
料
規
子
バ
ザ
ー

名
書
刑
務
所
陸
品
即
売
会
　
（
予
定
）

以
上
計
噺
の
凪
襲
で
あ
る
が
多
少
各
項
す
る
こ
と
．
一
都
あ
る
が
詳
綱
に
つ
い

て
は
次
号
に
お
刺
せ
し
ま
す
o

付
箋
各
位
の
絶
大
な
る
御
吏
露
を
杏
駆
“
い
し
ま
す
。

冬
　
と
　
受
　
験
　
生

い
よ
い
よ
寒
さ
が
加
わ
り
、
冬
の
訪
れ
が
肌
身
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。

来
春
は
進
学
を
ひ
加
え
た
受
験
生
に
と
つ
て
は
、
こ
れ
か
ら
が
い
よ
い
よ
喜

び
し
い
勉
強
の
季
蘭
で
あ
り
、
ま
た
受
験
生
を
も
つ
家
産
で
は
、
ま
き
は
灰
色

の
シ
ー
・
ズ
ン
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

四
月
の
新
学
期
は
な
る
と
、
よ
く
、
あ
や
ま
っ
た
濁
度
の
受
験
勉
強
の
た
め
、



l

せ

つ

な

く

合

格

の

通

知

を

う

げ

な

の

に

結

核

は

お

か

さ

れ

て

病

床

は

た

ふ

れ

た

と

か

、

な

《

か

は

は

試

験

勉

強

中

に

強

度

の

ノ

イ

曾

I

ゼ

に

な

っ

て

受

験
を
諦
念
し
ね
、
な
ど
と
い
う
こ
と
奮
闘
－
か
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
．
も
心
身
の
渡
労
の
詩
儀
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。

と
く
に
冬
期
に
お
い
て
は
、
戸
外
が
舞
い
た
め
に
や
や
も
す
れ
ば
勉
強
室
に

こ

も

り

が

ら

と

な

功

、

運

動

不

臣

、

親

分

の

転

換

が

は

あ

り

に

く

り

と

い

つ

た

ま
ら
な
こ
と
が
原
因
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

箪
強
は
よ
る
渡
労
の
回
復
に
は
、
滋
菌
の
睡
眠
と
休
養
、
さ
ら
に
充
分
な
栄

護
を
と
る
こ
と
が
巌
め
て
大
切
で
す
。

受
験
生
の
繚
…
罵
∵
営
∴
生

l
A
た
ず
ら
は
入
学
試
験
は
対
し
、
ス
姿
と
心
群
に
「
か
ら
れ
つ
つ
い
や
い
や
な

が

ら

仇

は

か

じ

り

つ

く

こ

と

は

」

祷

神

経

を

い

た

め

や

す

い

も

の

で

、

勉

強

の

能
率
も
あ
が
り
ま
せ
ん
。

時

に

は

思

い

き

っ

て

、

と

く

に

、

天

等

の

よ

い

日

曜

日

の

牛

後

の

一

と

き

な

ど
は
、
放
物
に
出
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
少
、
即
一
道
を
散
歩
す
る
な

ど
し
て
苅
分
の
転
換
を
は
・
か
る
と
と
も
に
、
陽
光
の
も
と
で
澄
ん
だ
空
気
を
陵

－
掠
宮
坂
す
る
こ
と
が
必
嬰
で
す
。
ま
だ
、
と
室
に
は
÷
む
′
っ
ー
か
し
い
教
科
番
や

参
巷
宙
を
紋
産
れ
て
、
－
お
も
し
ろ
い
小
説
を
読
ん
だ
∵
9
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を

姿
し
な
こ
と
も
∴
甲
　
高
で
L
 
f
－
」
ソ
o

L

も

＝

き

っ

た

請

崖

に

と

ぢ

こ

も

っ

て

、

い

ら

い

ら

し

な

が

ら

敬

譲

宙

と

に

ら

め

っ

こ

し

て

浸

然

と

晴

を

す

ご

す

こ

と

は

巌

も

お

ろ

か

な

こ

と

と

云

わ

ね

は

な

り
ま
せ
ん
。受

　
験
∴
生
　
と
　
睡
　
潰

高
度
の
蘭
神
繋
撥
の
底
擬
を
余
録
な
く
さ
れ
る
受
験
生
に
と
つ
て
は
、
少
な

く
と
も
毎
日
七
、
八
時
間
違
塵
の
睡
眠
は
ほ
し
い
も
の
で
す
。

享
た
、
安
蟻
熟
睡
で
き
る
よ
う
に
園
用
の
家
族
の
癖
感
も
大
切
で
、
神
経
の

と
が
っ
た
子
供
が
い
ら
い
ら
し
な
り
、
不
安
感
を
ゆ
だ
の
た
り
し
な
二
…
よ
こ
フ
折

刺
域
的
な
雷
劫
は
厳
に
つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

役
員
な
ど
も
お
天
気
の
日
に
は
充
分
陽
に
あ
て
て
渥
心
地
の
い
い
状
態
に
し

て
や
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
冬
は
窓
を
し
め
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
各
種
の
掻
揚
は
よ
る
空
気

の
よ
こ
れ
は
も
気
を
つ
け
て
、
時
々
窓
を
開
放
し
て
室
内
の
挨
気
を
は
あ
る
こ

4－



と
も
よ
り
で
し
ょ
す
。

深
度
の
．
ゴ
ー
ヒ
」
、
紅
茶
を
ど
は
さ
げ
ろ
べ
缶
で
す
。

受
験
坐
∴
∵
食
生
活

受
繚
告
辞
と
つ
て
は
、
と
く
は
バ
ラ
ン
ス
の
き
れ
た
食
生
活
が
必
要
で
す
。

と
も
す
れ
ば
受
験
期
に
な
る
と
家
庭
に
お
ふ
て
は
、
あ
や
玄
つ
な
思
い
や
り

あ
ら
好
み
の
も
の
の
諦
理
に
ふ
た
を
き
や
す
く
、
栄
養
の
・
か
た
よ
り
が
お
と
∵
り

や
す
い
七
二
う
で
ず
o

こ
と
に
冬
を
暖
か
く
す
ご
す
な
め
は
は
粛
た
ん
白
、
良
質
の
隋
蛎
を
充
分
と

ら
ね
は
カ
ニ
9
奇
せ
ん
。
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
と
と
も
は
牛
乳
、
鶏
卵
、
肉
粕
、

魚
な
ど
発
か
食
べ
ね
は
な
り
ま
せ
ん
o

こ
と
に
「
取
返
の
医
学
で
は
、
頭
脳
の
は
凝
ら
を
に
は
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
多
能

の

リ

ン

か

必

要

で

あ

る

こ

と

を

実

証

し

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

は

こ

く

手

近

み

な

食
品
と
し
て
、
牛
乳
∴
卵
な
ど
は
多
歯
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
夜
食
と
し

て

温

か

い

牛

乳

は

軽

い

ト

I

i

ス

ト

一

バ

タ

ー

、

チ

ー

ズ

）

　

タ

ラ

ツ

カ

l

i

な

ど

も

い

い

で

し

ょ

う

o

ま

た

、

い

つ

一

も

ぜ

い

た

く

な

牛

肉

で

な

く

て

も

、

鯨

肉

、

イ

ワ

シ

、

豆

邁

∵

も

立
涙
な
た
人
自
演
で
あ
る
と
と
も
忘
・
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

精
細
三
十
六
年
十
二
月
四
日
文
化
祭
受
賞
者

据
和
三
十
六
年
十
二
月
町
田
文
化
祭
受
賞
者

一
、
　
農
林
箪
務
所
長
蜜

○
　
濃
産
あ
ら
工
の
蔀

鬼
津
　
　
太
　
田
　
　
　
一

J
　
溶
壷
共
進
会
の
部

上
別
府
　
村
　
田
　
良
　
助

二
、
　
蘭
蜃
城

端
∴
飛
行
機
防
除
実
施
に
判
り
感
劇
状
の
授
与
せ
ら
れ
る
も
の

○
　
若
松
防
除
組
合
長
　
　
小
野
眉
「
太
二
郎

○
　
座
談

○
　
碍
略

○
　
千
代
九

〇
　
勃
府

秦
∴
∴
∴
∴
憧

安
∴
爵
・
芳
　
澄

永
　
田
　
岩
　
平

帯
　
締
　
諺
硲



〝　〝　〟　〝　p　〝　〝　〟∴〝

○
　
今
古
瑠

○
　
木
等

○
　
浅
木

○
　
老
良

○
　
忠
生
津

○
　
上
別
府

○
　
開
拓

○
　
玄
疫

○
　
松
ノ
本

○
　
道
管

○
　
旧
停

柴

田

寿

一

郎

鹿

田

浅

太

郎

一
国
　
秀
∴
経

白
　
木
　
輝
∴
雄

吉
　
野
　
庄
　
造

築
∴
藤
一
∴
∴
命

盟
　
沢
　
鍾
一

柴
　
田
　
勝
∴
敏

柴
　
田
　
築
∴
聾

関
　
屋
　
秀
　
雄

佐
　
伯
　
麟
∴
記

窯
　
酪
農
－
後
発
笛
を
授
与
せ
ら
れ
る
も
の

○
　
広
接
－
∴
∴
∴
〝
　
　
　
桑

三
、
　
農
産
物
、
わ
ら
工
品
臼
．
灘

〇
　
一
等
捻

井
口
正
利
、
門
司
文
子
、

原
∴
慈
　
人

高
山
国
慶
、

西
圏
豊
吉

）　二尋常券
∴
］
盾
孝
、
太
町
筋
雄
、
入
江
栄
子
、

舛
添
約
三
廓
、
前
山
国
光
、
薄
口
辰
施

薬
武
ヱ
門
、
二
村
乗
己
、
石
松
ト
モ
ヱ

林
寿
太
郎
、
高
輪
利
雄
、

小
野
克
雄
、
舛
添
花
子
、
・

、
松
尾
和
牡
、
門
司
義
光
、

、
門
司
正
文
、
縄
手
鑑
、
渡

靭
事
松
　
（
二
点
）
、
外
山
千
恵
子
、
秦
和
徳

〇
　
三
等
鑓
∴
∴
／
∴
省
転

四
、
　
歳
菜
立
毛
品
評
会
の
縞

0
　
－
等
貸

井
口
直
正
、
門
司
議
光
、

〇
　
二
等
欝
　
、

高
山
国
光
、
薄
口
正
利
、

〇
　
三
筆
鋒
∴
∴
一
∴
篤
志

五
、
　
耕
転
機
大
会
の
翻

○
　
特
等
鰭

静
辺
好
－

〇
　
一
寄
掛

加
藤
事
故
、
松
本
信
男

小
西
孝
一
、
二
村
幸
男
、

旗
国
一
生
、
門
司
義
光
、
丸
尾
重
吉
、



圭一き一一一」一一　　一　　　＿

ず
i

〇
　
二
等
螢

近
松
惣
一
触
、
村
田
茂
美
、
子
追
信
雄
、
村
田
忠
雄

〇
　
三
等
抜

柴
田
智
隆
、
薬
園
三
成
、
舛
添
武
夫
、
徳
篭
球
夫
、
村
田
柾
窺
、

入
籍
泰
男

六
、
　
酋
産
共
進
会
の
翻

し
∴
特
簿
料

松
井
攻
之
、
芳
賀
霜
一

〇

　

一

等

培

江
藤
軽
次
郎
、
高
善
五
節
、
大
谷
両
、
和
田
軍
人
、
高
山
園
露

〇
　
二
等
欝

中
島
帝
人
、
門
司
喧
曇
、
紫
詞
－
彰
、
筋
田
息
秀
、
嶺
芳
蝉
、
紅
旗

陛
二
触
、
林
寿
太
郎
、

〇
一
三
等
槍

入
江
保
餌
、
磐
沢
斑
一
、
－
割
田
薪
麓
、
石
田
寅
姪
、
一
紺
態
実
、

葉
隠
マ
ツ
エ
、
塞
田
感
動
、
末
恒
武
夫
、
吉
野
墨
幸
、
加
藤
幸
敏
、

溝
辺
好
一
、
添
腕
章
一

七
、
　
度
染
抜
巽
組
合
長
蟹

課
　
外
の
擾
良
亀
盛
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
も
の

到
出
荷
営
、
木
村
兼
、
領
主
　
昭
利

霊
∴
軽
用
者
の
永
年
勤
続
ほ
よ
り
表
彰
さ
れ
る
も
の

〇
　
十
ヶ
年
　
　
　
　
　
薄
田
信
文

〇
　
七
ヶ
年
　
　
　
　
　
　
香
川
　
照
夫

〇
　
五
ヶ
年

古
川
雪
子
、
高
橋
初
技
、
出
廠
ス
マ
子
、

経
国
譲
、
今
福
義
夫

亀
漕
三
千
代
、
坂
口
イ
ツ
子
、
平
野
昏
千
、

〇
　
三
ヶ
年

藤
本
す
み
ょ
、
山
本
未
恵
、
前
田
サ
ク
エ
、
上
川
博
、
角
本
イ

ツ
子
、
焼
売
幸
子
、
角
太
ス
エ
ミ
、
萩
野
福
江
、
藤
本
よ
っ
按

杉
山
盛
治
、
山
川
美
代
子
、

昭
和
三
十
五
年
度
健
康
家
庭

表
彰
式
が
十
二
月
八
日
公
民
館
別
薄
で
開
催
さ
れ
た
o

被
表
彰
者
浜
の
通
り
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遠
賀
村
国
民
健
康
保
険
、
稜
嬢
家
庭
並
び
に
保
険
説
統
裁
優
良
支
離
表
彰

－
、
期
日
及
場
所

十
二
月
八
日
午
前
十
時
、
　
　
公
民
賠
別
勝

一
、
昭
和
三
十
五
年
度
越
醸
家
慶
複
表
彰
者

遠
賀
川

栗
田
義
茂
、

末
寺村

田
忠
一
、

別
府村

井
華
人
、

魔
慨材

ス

ミ

ニ

鳥
海井

口
栄
一
、

玄
海元

宗
祭
夫
、

い
【
〇
本

美
田
聾
之
、

安
甑
武
重
、
時
極
晋
志
雄
、
中
村
何
頭
、

松
本
∴
安
子
、
小
川
鴬
一
触
、

平
岡
喜
平
、
磐
田
高
丸

竹
森
右
偉
、

柴
田
和
俊
、

票
田
哲
脇
、

永
転
義
江
、
三
原
広

松
本
ナ
ツ
キ
、
水
上
舘
三
二
、

島
津矢

野
蒲
、
窯
場
イ
シ

岩
松小

川
ス
〆
、
宮
本
カ
メ
、

早
出
公
、
小
林
成
婚
、
丸
井
藤
一
郎
、

丸
井
末
松

露
家石

松
ミ
ユ
キ
、
向
井
ス
工
、

摺
嘉草

本
武
雄

墳
生
演

伸
山
武
始
、
有
害
南
平
、

浅
木松

太
セ
キ
、
白
石
イ
サ
ミ
、

今
古
路

山
内
玄
之
的
、
添
田
文
符
へ

篠
田
正
義
、
一
踏
越
実
、
稽
潟
オ
ミ
∴
セ

書
佐
野
代
、
柴
田
正
己
、
鶴
田
義
人
、
　
計



－
、
五
ヶ
年
連
続
態
様
家
慶
接
表
彰
苦

虫
要
港
∴
∴
摸
善
涜

「
、
鵬
和
三
十
五
年
度
保
険
談
完
納
接
表
彰
窮
入
会
支
部

千
代
丸
支
離
、
商
家
安
藤
、
花
閻
支
蔀
、
尾
倉
支
離
、
浅
木
支
寵
、
木

守
支
離
、
老
良
支
離
、
旧
停
支
翻
、
広
邁
支
離
、
松
の
本
支
離
、
島
津

支
離
、
閲
箔
支
部
、

－
、
昭
和
三
十
六
年
度
保
鹸
観
潮
穣
擾
息
較
表
彰
霜
入
会
支
離

若
松
支
蔀
、
鬼
津
支
蔀
、
尾
崎
支
灘
、
今
古
賀
安
藤
、
忠
生
津
支
甑
、

遠
賀
川
支
部
、
炭
第
三
区
、
　
　
　
計
　
人
妻
蔀

一

月

の

保

健

だ

よ

り

◎

一

月

、

二

月

′

の

乳

児

相

談

事

止

お

し

ら

せ

註
霊
誓
乳
児
相
警
警
呈
。
呈
い
た
し
ま
す
．
・

◎
畿
小
児
マ
ヒ
予
防
接
薗
実
施
′

霊
等
拙
い
霊
器
露
露
窪
即
諾
謹
許
三
月
十

二
日
宇
后
－
蒔
よ
。
、
三
時
ま
で
、
役
場
二
僻
で
実
施
い
た
し
ま
す
o

お
　
知
　
ら
　
せ

基
賀
郡
諌
購
入
の
皆
さ
ん

上
巻
は
既
は
配
布
し
ま
し
た
e
下
巻
は
十
一
月
発
動
の
と
こ
ろ
上
巻
よ
り
以

上
充
実
を
図
る
た
め
言
下
旬
は
播
く
お
届
け
∴
い
た
し
ま
す
○
若
干
の
手
持

ち
が
あ
。
ま
す
の
で
新
規
討
入
稀
盟
の
方
は
撃
急
公
民
館
主
蜜
に
申
込
み
下

さ
の
o

t
、
下
巻
即
金
　
二
、
四
〇
〇
円


